
学校教育と土木をつなぐ 

平成27年（2015年）8月30日(日) 

 第7回土木と学校教育フォーラム 

新保元康（札幌市立発寒西小学校  校長） 



実践１ 

雪プロジェクト 
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2001年開設 110万以上のアクセス 



主要都市の降雪量と人口比較 

約6mの降雪量 
人口約200万 

半年雪との暮らし 
世界で唯一の都市 

でも、札幌市民は… 

札幌 



冬の生活を知らない？…そして、クレーム 



一冬に1,000人の救急搬送も… 

手袋は？ 



なくならない迷惑駐車 雪出し 



180億円の除雪費だけど 
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・減らない苦情・要望 

 一冬約2万件（4万件超の年も…） 
  

 「玄関・車庫前に雪を置いていかなで」 

 「近所と比べると除雪の仕方が不公平」 

 「除雪じゃなく全部排雪してほしい」 

 「転んで怪我したら役所のせいだ」 

除雪を知らない…そもそも学んでいない！ 



自分たちで冬・雪の授業をつくる 



多様な教材と研修会を提供 



2009年 札幌市の教育課程に！ 



全市200校で使われる副読本に掲載 
除雪と排雪の区別が分かる市民へ 



実践２ 

道プロジェクト 

２ 
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雪解けの道 忘れていた… 
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①忘れ去られているもの 

今の姿が当然…という思い込み 
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道内国道の舗装率
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道内国道の舗装率の推移 

43歳 

3歳 

一人の人生の間に！変わった日本 



道の完成が喜びの時代→無関心へ 



大事な道のこと知らない！ 
ならば、その学習をつくろう 
 
道プロジェクト 
 「道路事業とコミュニケーショ 
  ン活動懇談会」 
 
・教師 
・北海道開発局 札幌開発建設部 
・北海道開発技術センター 
 



・副読本 
・教師用指導書 
・ビデオ10本 
・授業開発公開 
【教師をサポート】 



ex.道と暮らしの移り変わり 



ex.道で運ばれるもの 



ex.道がつくる？ 石狩鍋 



ex.命を守る道 陸の孤島雄冬へ 



実践３ 

札幌らしい交通環境教育 

３ 
札幌市のMM教育 

【目的】  
     小学生のときから公共交通の重要性を認識し、積極 
  的に使うという交通行動を身につけられるよう取組 
  を実施   
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札幌市全体のバス乗車人数 
背景 

減り続けるバス利用者 
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札幌市のバス乗車人数と自動車保有台数の推移 
背景 

過度な自動車依存… 
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ますます高齢化が進む札幌市 
背景 

平成47年には 
35.1%まで増加 

高齢者の移動手段確
保できるのか？ 



札幌市の公共交通の現状 
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市街化区域＋JR、地下鉄、市電 



札幌市の公共交通の現状 

30 

市街化区域の99%を網羅するバス路線 
今は、高齢者の移動を担保 
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補助金でやっと維持できている現状 
背景 

このまま利用者が減ると、バスは… 

しかし、赤字バス路線への補助金 
H24年度 

6億5877万円 
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今も未来もどこでも行けるために 
背景 

子供のうちから公共交通への関心を！ 

高齢者の移動・環境保護のため 

交通環境学習が必要 



札幌市らしい交通環境学習検討委員会 
 
 
 
 

プロジェクトの推進体制 

➀学識経験者 ②関係団体 

③行政関係 

委員長：高野 伸栄准教授（北海道大学） 
      谷口 綾子准教授（筑波大学） 

・札幌地区バス協会 
・（財）北海道環境財団 
・「地域と教育」を元気にするﾌｫｰﾗﾑ 
・（株）アドバコム 

・北海道運輸局（運輸行政） 
・北海道開発局（道路行政） 
・札幌市交通局（交通事業者） 

・札幌市総合交通計画部（事務局） 

平成23年度3回 
平成24年度3回 
平成25年度3回 

平成23年度2回・平成24年度3回 
平成25年度3回 
 

④学校関係 
・札幌市教育委員会 
・札幌市立小学校教員 
    （校長1名・教諭10名） 

ＷＧの設置 
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公益財団法人交通エコロ
ジー・モビリティ財団の支援 
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16回の授業実践 
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指導案の作成・公開 

全16本を市役所HPで公開 
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➀ビジュ
アルでわ
かりやす
い展開 

②実際の
板書例を
提示 

③全学級
が行う社
会科も開
発 

④市役所・
関係者から
得た重要な
データをも
とに授業開
発 使いや

すい工夫 
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副読本を作成→市立小3年生に配布 
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札幌市の公共交通の移り変わりも学習 



●開催日時： 2013年7月4日（木）13：30～17：00 

●対   象：札幌市内の小中学校教諭 

●場   所：札幌市立山の手南小学校 
●プログラム： 
   13：30 ～ 14：15（45min） 公開授業①（授業者：佐野教諭【4年生】） 
   14：20 ～ 15：05（45min） 公開授業②（授業者：栗原教諭【6年生】）    
   15：20 ～ 16：00（40min） 授業に関する意見交換会 
       16：10 ～ 17：00（50min） パネルディスカッション 
  
             

毎年実施 
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【札幌らしい交通環境学習フォーラム】 

授業公開でイメージを持ってもらう 



N=34 

N=24 

Ｑ.公開授業の
内容はいかがで
したか？ 

Ｑ.『交通』を
題材にした授業
を実践してみよ
うと思いました
か？ 

40 
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専門家との検討 授業 

副読本 

確かで、誰でもできる交通環境学習 

H27年度札幌市の教育課程に搭載 
市内全小学校でMM展開 

WEBでの 
情報提供 

フォーラ
ム開催 

まとめ 



まとめ 実践をふり返って… 

もっと学校に土木を！ 

４ 



そもそも知らないという問題 
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まちづくり くにづくりの前に 

まち・くにのこと教えているのか？ 

教師も知らない！ 
・札幌という街の特性 ・除雪の仕組み ・雪の特性… 
・道の役割 ・道の仕組み ・道の歴史… 
・まちの人口構成 ・公共交通の役割 ・自分と自然… 
【すべて土木の問題。教えなければなにも始まらない。】 
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【私も知らなかった】 

   こんなに違うのか… 

どちらが日本の道路？ 

大石久和氏「国土学再考」より   
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特に知らない国土の脆弱性 
①国土の複雑な形状（形状のゆがみ、複雑性、長い） 

②主要部分が「4つの島」に分割 
           （つながったのは20世紀末） 

③脊梁山脈（狭く細長い国土を分断、ＴＧＶはトンネル無し） 

④小さな平野（軟弱な河川の河口部ばかり） 
⑤軟弱な地盤（まだよく締め固まっていない！）  

⑥地震が多い（Ｍ６以上では世界の地震エネルギーの20%が日 
          本で解放。日本は4つのプレートに載っている。 

⑦豪雨（水資源に恵まれているが、一人あたり降水量は世界の1/4、   
    洪水の起こり方が急激 人口の50%が氾濫想定区域に生活） 

⑧豪雪（６メートルの年間累加降雪深の札幌に200万人） 
                ↑大石久和氏「国土学再考」より  

これらを知らなければ、だれも土木
の必要・価値を実感できない。 
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学習指導要領に現れる言葉の変遷 

平成20年学習指導要領 

 ・「災害」6回 「国土」11回 「開発」2回  「複雑な地形」0回 

平成10年学習指導要領 

 ・「災害」3回 「国土」11回 「開発」2回 「複雑な地形」0回 

平成元年学習指導要領 

 ・「災害」3回 「国土」12回 「開発」1回 「複雑な地形」0回 

昭和52年学習指導要領 

 ・「災害」4回 「国土」8回 「開発」3回 「複雑な地形」0回  
 

昭和43年学習指導要領 

 ・「災害」９回 「国土」10回 「開発」14回  「複雑な地形」1回 
 

昭和33年学習指導要領 

 ・「災害」4回 「国土」6回 「開発」5回 「複雑な地形」0回 
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昭和43年 学習指導要領 

イ 国内の他の地域にも，先人の行なった
開発によって土地の様子が変わり，人々の
生活や生産が向上した事実がみられること
を，一，二の具体的事例を通して理解する
こと。  

ウ 現在，産業の発展や県民の生活向上を
目ざして行なわれている開発の様子を調べ，
その意義について考えること。 

             （4年の内容） 
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昭和43年 学習指導要領 

 

 

 

ウ 明治以降におけるわが国の鉄道網の発
達やこれに関連した建設事業の事例を調べ，
国土の複雑な地形の中で交通路の開発に努
めた先人のはたらき，交通と近代産業との
関係などについて考えること。（4年の内容） 

開発に力が入った昭和40年代。その
後は一気にしぼむ開発…。事実に基づ
くバランスのよい教育が必要。小学校
で基本的な認識をつくる重要性。 
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まとめ 
１）土木の専門家と教師の協力が必要 
２）民間の試行→公的な教育課程へ徐々に 
３）災害学習から国土学習へ 
   →国土そのものの学習 
   →比較を通じた実感のある学習 
   →自然と人間のかかわりの学習 
     開発による恩恵と保護による恩恵  

４）土木をもっと学校に 
   →デジタル教材（ビデオクリップ）開発 
   →土木学会の役割大きい 
５）新学習指導要領への期待  


